
クレスピ・ダッダ、Crespi d’Adda  

クレスピ・ダッダは 1995 年に世界遺産に登録されているのですが、芸術的なもの（文化遺産）でも

なく自然遺産でもないので、それほど感心もなかったのですが、ミラノの近くであるだけの理由で訪

ねてみました。クレスピ・ダッダに関して何も知識がなかったので、インナーネットで調べました。

下記がその内容です。 

 

“クレスピ”は、ロンバルディア州屈指の綿織物工場主だった家族の名前です。19 世紀末、クレス

ピ家の人々は、アッダ川のベルガモ県側川岸に建設した綿織物工場の傍らに、モダンな“労働の理想

郷”を実現しました。村は、全く何も存在しなかった土地に、工場主が、工員とその家族のために丸

ごと建設した村です。工員たちには、庭と家庭菜園付の一戸建住宅と、必要な全ての施設が提供され

ました。この小さな理想の村では、城にすむ主が村の全てを統治しました。“ゆりかごから墓場まで”

の言葉通り、工場内はもちろん外でも、まるで父親であるかように、国家の社会保障を先取りし、従

業員たちに必要な全てを与えたのです。村には工場で働く工員だけが住むことができました。工員の

生活の全て、村のコミュニティ生活の全体が、“工場を軸に”、工場の都合により、工場のリズムで

動いていました。ユネスコの世界遺産会議は、“南ヨーロッパにおいて、最も完全且つ、良好な状態

で保存されている、工員村現象の貴重な例”として、1995 年にクレスピ村を世界遺産に登録しまし

た。クレスピ村は以下の世界遺産登録条件の二つに相当するとして登録されています。①人類の歴史

の重要な段階を物語る建築様式、あるいは建築的または技術的な集合体、あるいは景観に関するすぐ

れた見本であること。②ある文化を特徴づけるような人類の伝統的集落や土地利用の顕著な見本であ

り、また、特に抗しきれない歴史の流れによってその存続が危うくなっているもの。 

即ち、一応、文化遺産です。クレスピ村の概要は下記の通りです。 

 

ここに来て見えるものに感動することはないのですが、他の国では、奴隷もいただろうし、田舎から

歳も行かない少女を連れてきて強制労働していた時期だというのに、イタリアに、19 世紀末にこん

な事をした経営者がいたことには、ただただ驚きます。今の経営者に爪の垢でも煎じて飲ませてあげ

ないといけないようです。とにかく、イタリア人を見直さないわけには行きません。イタリア人は責

任意識も薄く、直ぐに会社をサボって遊びに行ってしまうというイメージがありますが、それは、イ

タリア人の表面しか見ていないからなのですね。イタリア人は、長い歴史の中で、人間にとって何が



大事なのかを学び、それが文化となり、どの国の人よりもそのことがわかっているのだと思います。

その考え方とは、人間で一番大事なのは衣食住と家族愛と（イタリアでは）宗教であり、これが彼ら

の考えの根本です。これらの根本の次に来あるのが芸術、趣味、ファッション、レクレーション、ス

ポーツ等になります。これらを持つことで人が生きている価値を見つけ、悔いのない人生がおくれる

のです。クレスピ・ダッダは、工場のオーナーがそのような環境を工員に与えることで、工員は安心

して仕事に励み生産性を上げるようにしたのです。今でこそ、日本で法律が出来て、産業医を会社に

常駐させて作業環境の管理や改善を心がけていますが、そんな事は、イタリアでは 100 年以上前に考

えられていたのです。もう、本当に脱帽です。イタリアには、芸術作品が多く、ファッションがあり、

美味しいイタリア料理があり、家族愛（男女が公衆の面前でべたべたするのも含めて）がある理由が

わかりました。これは、長い歴史が作った文化なのです。もう、イタリア人を悪く言いません。 

 

 

 



家の差別は歴然としています。工場のオーナーはお城に住み、管理職は石でできた大きな家、主任さ

んの家も超豪華です。でも、工員の家も十分に大きく、又すばらしい庭の付いた家です。日本でこれ

ほどの家に住んでいる人は会社の社長さんくらいです。管理職や主任さんと差があったとしても工員

達も満足しないはずはありません。これらの家には、今でも人が住んでいます。彼らはどこで働いて

いるのでしょうか。今の経営者に満足しているのでしょうか。こんなところに住んでいると、“昔は

良かった”と思ってしまうのではないでしょうか。ここに来て、こんな世界遺産も一つはあっても良

いような気がしました。 

 

 
 

興味のある人は行って見てきてください。ミラノから遠くないのが利点です。ミラノの東に流れてい

るアッダ川のミラノの対岸にあります。アッダ川を超えるとベルガモ県なのですが、ベルガモよりミ

ラノのほうがぜんぜん近いのです。クリスピ・ダッダへの行き方は、すごくローカルになります。 

 



 

 

M3 San Donato から Centrale に行き、そこで M2 ランブラーテ方面に乗換、M2 終点の Gessate（ジェ

ッサーテと読みます）まで行きます。Gessate からは Z310（NET バス）のバスに乗り、Trezzo s. Adda

（アッダ川沿いの Trezzo） v. Biffi（ビッフィ通り）の停留所で降ります。Z310 のバスはここで U

ターンしますので、ここが終点のようです。所要時間は 20 分です。休日でもバスは 1 時間間隔であ

ります。地下鉄の Gessate 駅も Trezzo も Zone 外ですからいつもの 1 ユーロでは行けません。San 

Donato M3 から Gessate までは U＋1½Zona（料金は 2.45 ユーロ、サンドナートの地下鉄の自動販売機

で買えます）です。更に、Gessate から Trezzo までは 1½Zona（1.55 ユーロで、サンドナートのバス

チケットと同じものです）あります。全部で U＋3Zona となりますので、多分、サンドナートで地下

鉄に乗るとき、U＋3Zona（多分、3.15 ユーロだと思う）のチケットを買えば、このバスまでカバー

できるはずです。このほうが地下鉄とバスを別々に買うよりもかなりお得です。往復買っておけば帰

りの分まで大丈夫です。特に、日曜日は往復を買っておかないとバスの切符を買うところがありませ

ん。M2 は、初めてランブラーテの先まで乗りましたが、途中から地上のローカル線になり、かなり

田舎まで行きます。Centrale から Gessate までは、40 分くらい（ランブラーテから 30 分）かかりま

す。日曜日は本数が減り 30 分間隔くらいになりますので、時間には余裕を見て置いてください。 

 

Trezzo の停留所からクリスピ村までは 20 分くらい歩きます。アッダ川沿いに進み、歩行者用の橋を

渡ります。写真のように、非常に景色が良いところですので散歩気分で歩けます。途中にヴィラ等も

あり、川を渡り、景色も良いのでそれほど遠いとは感じないうちにクリスピ村に到着します。川沿い

の道も、写真の通り、歩行者用の気持ちの良い道です。アッダ川の水も非常に澄んでいて、釣りをし

ている人が 10 人以上もいました。下記の地図はかなり正確ですので、地図に従って歩けば大丈夫で

す。途中、ヴィラにも入って景色を眺めてください。ヴィラも、クリスピ村も、今でも人が住んでい

ますので、住民の迷惑にならないように気をつける必要があります。ここでは、観光客も静かにして

いました。本を片手に勉強しながら見学している人が多いようでした。いつもの観光地とは大分違う

雰囲気です。もちろん、すべて無料です。クリスピ村には、ツアリスト・インフォメーションがあり、

そこには、日本語のガイド（インターネットと同じもの）が置いてありました。でも、日曜日なので

閉まっていました。村にはカフェとレストランもあります。 

 

サンドナートの地下鉄の自動販売機で Zone 外チケットを購入する方法は、チケットの種類の選択画

面で矢印をどんどん下げますと InterUrbane の次に Inclusive（イタリア語では Cumulativo？）があ



りますから、それを選びます。選ぶと、U＋1Zona 等のリストが出ますから、そこで、U＋1½Zona 又は

U＋3Zona を選び OK とすると、後は、そこに出た金額のお金を入れるだけです。私は、何も知らなか

ったので、行きは U＋1Zona（2.05 ユーロ）を買って、それで Gessate から Trezzo までのバスまで乗

っちゃいました。帰りは、バスで 1.55 ユーロ（ちょうどサンドナートのバスチケットを持っていた）

を取られて、地下鉄で 2,45 ユーロを取られたので、やっと上記のような理解が出来ました。 


